
○この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号 平 25 情複、 第 74 号）
○この地図を複製・使用する場合は、国土地理院の長の承認を得なければなりません。

鹿児島県浸水想定図【⑫Ｂ 桜島の海底噴火(桜島東方沖)に伴う津波】 ＜ 浸水想定図番号：６６ ＞

【凡例】

浸水深(m)

【留意事項】
○「浸水想定図」は、県地域防災計画を策定する上で想

定した最大クラスの津波が悪条件下において発生した
場合に想定される浸水の区域(浸水域)と水深(浸水深)
をあらわしたものです。

○「浸水想定図」の浸水域や浸水深は、避難を中心とし
た津波防災対策を進めるためのものであり、津波によ
る災害や被害の発生範囲を決定するものではありませ
ん。

○県地域防災計画を策定する上で想定した最大クラスの
津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生
した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性が
ないというものではありません。

○浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や建築物の影
響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関
する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発
生したり、浸水深がさらに大きくなったりする場合が
あります。

○津波は繰り返し襲ってきて、あとから来る津波の方が
大きくなることがあるため、浸水域や浸水深は、津波
の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあ
ります。

○「浸水想定図」では、津波による河川内や湖沼内の水
位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、
実際には水位が変化することがあります。

○「浸水想定図」は、国土地理院発行の最新の数値地図
を複製し作成していますが、一部の埋立地等、最新の
数値地図に反映されていない埋立地等もあります。

【浸水想定の用語の解説】
○浸水域：海岸線から陸域に津波が遡上することが想定

される区域
○浸水深：陸上の各地点で水面が最も高くなったときの

水面から地面までの深さ

0.0 km 2.0 km

縮尺：1/25,000

1.0 km

【津波の計算条件】

○初期潮位：朔望平均満潮位

○堤防条件：堤防あり(ただし、津波が堤防等を越流する

と破堤)

○地殻変動：海底噴火に伴う地盤の隆起・沈降は考慮し

ていない
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【
凡

例
】

【
津

波
の
計

算
条
件

】

○
初

期
潮

位
：

朔
望

平
均

満
潮

位

○
堤
防
条
件
：
堤
防
あ
り

(
た
だ

し
、
津
波

が
堤

防
等

を
越
流

す
る

と
破

堤
)

○
地

殻
変

動
：

海
底

噴
火

に
伴

う
地
盤

の
隆

起
・

沈
降

は
考

慮
し

て
い

な
い

【
浸

水
想
定

の
用
語

の
解
説
】

○
浸

水
域

：
海

岸
線

か
ら

陸
域

に
津
波

が
遡

上
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
区

域
○

浸
水
深

：
陸

上
の

各
地

点
で

水
面
が

最
も

高
く

な
っ

た
と

き
の

水
面

か
ら

地
面

ま
で

の
深

さ

鹿
児
島
県
浸
水
想
定
図
【
⑫
Ｂ

桜
島
の
海
底
噴
火

(桜
島
東
方
沖

)に
伴
う
津
波
】

＜
浸
水
想
定
図
番
号
：
６
７

＞

【
留

意
事
項

】
○

「
浸
水

想
定

図
」

は
、

県
地

域
防
災

計
画

を
策

定
す

る
上

で
想
定

し
た

最
大

ク
ラ

ス
の

津
波
が

悪
条

件
下

に
お

い
て

発
生
し

た
場

合
に

想
定

さ
れ

る
浸
水

の
区

域
(
浸
水
域

)と
水
深
(
浸
水
深

)を
あ
ら

わ
し

た
も

の
で

す
。

○
「

浸
水

想
定

図
」

の
浸

水
域

や
浸
水

深
は

、
避

難
を

中
心

と
し
た

津
波

防
災

対
策

を
進

め
る
た

め
の

も
の

で
あ

り
、

津
波
に

よ
る

災
害

や
被

害
の

発
生
範

囲
を

決
定

す
る

も
の

で
は
あ

り
ま

せ
ん

。
○

県
地
域

防
災

計
画

を
策

定
す

る
上
で

想
定

し
た

最
大

ク
ラ

ス
の
津

波
は

、
現

在
の

科
学

的
知
見

を
基

に
、

過
去

に
実

際
に
発

生
し

た
津

波
や

今
後

発
生
が

想
定

さ
れ

る
津

波
か

ら
設
定

し
た

も
の

で
あ

り
、

こ
れ

よ
り

も
大

き
な

津
波

が
発

生
す

る
可
能

性
が

な
い

と
い

う
も

の
で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

○
浸

水
域

や
浸

水
深

は
、

局
所

的
な
地

面
の

凹
凸

や
建

築
物

の
影
響

の
ほ

か
、

地
震

に
よ

る
地
盤

変
動

や
構

造
物

の
変

状
等
に

関
す

る
計

算
条

件
と

の
差
異

に
よ

り
、

浸
水

域
外

で
も
浸

水
が

発
生

し
た

り
、

浸
水

深
が

さ
ら

に
大

き
く

な
っ

た
り

す
る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
○

津
波
は

繰
り

返
し

襲
っ

て
き

て
、
あ

と
か

ら
来

る
津

波
の

方
が
大

き
く

な
る

こ
と

が
あ

る
た
め

、
浸

水
域

や
浸

水
深

は
、
津

波
の

第
一

波
で

は
な

く
、
第

二
波

以
降

に
最

大
と

な
る
場

所
も

あ
り

ま
す

。
○

「
浸
水

想
定

図
」

で
は

、
津

波
に
よ

る
河

川
内

や
湖

沼
内

の
水
位

変
化

を
図

示
し

て
い

ま
せ
ん

が
、

津
波

の
遡

上
等

に
よ
り

、
実

際
に

は
水

位
が

変
化
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
○

「
浸
水

想
定

図
」

は
、

国
土

地
理
院

発
行

の
最

新
の

数
値

地
図
を

複
製

し
作

成
し

て
い

ま
す
が

、
一

部
の

埋
立

地
等

、
最
新

の
数

値
地

図
に

反
映

さ
れ
て

い
な

い
埋

立
地

等
も

あ
り
ま

す
。

○
こ
の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、
同
院
発
行
の
数
値
地
図

2
50
00
（
地
図
画
像
）
を
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
承
認
番
号

平
2
5
情
複
、

第
74

号
）

○
こ
の
地
図
を
複
製
・
使
用
す
る
場
合
は
、
国
土
地
理
院
の
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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○この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号 平 25 情複、 第 74 号）
○この地図を複製・使用する場合は、国土地理院の長の承認を得なければなりません。

鹿児島県浸水想定図【⑫Ｂ 桜島の海底噴火(桜島東方沖)に伴う津波】 ＜ 浸水想定図番号：７２ ＞

【凡例】

浸水深(m)

【留意事項】
○「浸水想定図」は、県地域防災計画を策定する上で想

定した最大クラスの津波が悪条件下において発生した
場合に想定される浸水の区域(浸水域)と水深(浸水深)
をあらわしたものです。

○「浸水想定図」の浸水域や浸水深は、避難を中心とし
た津波防災対策を進めるためのものであり、津波によ
る災害や被害の発生範囲を決定するものではありませ
ん。

○県地域防災計画を策定する上で想定した最大クラスの
津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生
した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性が
ないというものではありません。

○浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や建築物の影
響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関
する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発
生したり、浸水深がさらに大きくなったりする場合が
あります。

○津波は繰り返し襲ってきて、あとから来る津波の方が
大きくなることがあるため、浸水域や浸水深は、津波
の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあ
ります。

○「浸水想定図」では、津波による河川内や湖沼内の水
位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、
実際には水位が変化することがあります。

○「浸水想定図」は、国土地理院発行の最新の数値地図
を複製し作成していますが、一部の埋立地等、最新の
数値地図に反映されていない埋立地等もあります。

【浸水想定の用語の解説】
○浸水域：海岸線から陸域に津波が遡上することが想定

される区域
○浸水深：陸上の各地点で水面が最も高くなったときの

水面から地面までの深さ

0.0 km 2.0 km

縮尺：1/25,000

1.0 km

【津波の計算条件】

○初期潮位：朔望平均満潮位

○堤防条件：堤防あり(ただし、津波が堤防等を越流する

と破堤)

○地殻変動：海底噴火に伴う地盤の隆起・沈降は考慮し

ていない
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範
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を
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、
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、
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が
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築
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が
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が

さ
ら

に
大

き
く

な
っ

た
り

す
る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
○

津
波
は

繰
り

返
し

襲
っ

て
き

て
、
あ

と
か

ら
来

る
津

波
の

方
が
大

き
く

な
る

こ
と

が
あ

る
た
め

、
浸

水
域

や
浸

水
深

は
、
津

波
の

第
一

波
で

は
な

く
、
第

二
波

以
降

に
最

大
と

な
る
場

所
も

あ
り

ま
す

。
○

「
浸
水

想
定

図
」

で
は

、
津

波
に
よ

る
河

川
内

や
湖

沼
内

の
水
位

変
化

を
図

示
し

て
い

ま
せ
ん

が
、

津
波

の
遡

上
等

に
よ
り

、
実

際
に

は
水

位
が

変
化
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
○

「
浸
水

想
定

図
」

は
、

国
土

地
理
院

発
行

の
最

新
の

数
値

地
図
を

複
製

し
作

成
し

て
い

ま
す
が

、
一

部
の

埋
立

地
等

、
最
新

の
数

値
地

図
に

反
映

さ
れ
て

い
な

い
埋

立
地

等
も

あ
り
ま

す
。

○
こ
の
地
図
は
、
国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、
同
院
発
行
の
数
値
地
図

2
50
00
（
地
図
画
像
）
を
複
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
承
認
番
号

平
2
5
情
複
、

第
74

号
）

○
こ
の
地
図
を
複
製
・
使
用
す
る
場
合
は
、
国
土
地
理
院
の
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

浸
水
深
(m

)

本
土

0
.
0
k
m

2
.
0
k
m

縮
尺
：

1
/
25
,
0
0
0

1
.
0
k
m

kikikanri
タイプライターテキスト
28



【
凡

例
】

【
津

波
の
計

算
条
件

】

○
初

期
潮

位
：

朔
望

平
均

満
潮

位

○
堤
防
条
件
：
堤
防
あ
り

(
た
だ

し
、
津
波

が
堤

防
等

を
越
流

す
る

と
破

堤
)

○
地

殻
変

動
：

海
底

噴
火

に
伴

う
地
盤

の
隆

起
・

沈
降

は
考

慮
し

て
い

な
い

【
浸

水
想
定

の
用
語

の
解
説
】

○
浸

水
域

：
海

岸
線

か
ら

陸
域

に
津
波

が
遡

上
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
区

域
○

浸
水
深

：
陸

上
の

各
地

点
で

水
面
が

最
も

高
く

な
っ

た
と

き
の

水
面

か
ら

地
面

ま
で

の
深

さ

鹿
児
島
県
浸
水
想
定
図
【
⑫
Ｂ

桜
島
の
海
底
噴
火

(桜
島
東
方
沖

)に
伴
う
津
波
】

＜
浸
水
想
定
図
番
号
：
７
４

＞

【
留

意
事
項

】
○

「
浸
水

想
定

図
」

は
、

県
地

域
防
災

計
画

を
策

定
す

る
上

で
想
定

し
た

最
大

ク
ラ

ス
の

津
波
が
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さ
れ
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、
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、
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国
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あ
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す
。

○
こ
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は
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国
土
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て
、
同
院
発
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値
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○この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号 平 25 情複、 第 74 号）
○この地図を複製・使用する場合は、国土地理院の長の承認を得なければなりません。

鹿児島県浸水想定図【⑫Ｂ 桜島の海底噴火(桜島東方沖)に伴う津波】 ＜ 浸水想定図番号：７５ ＞

【凡例】

浸水深(m)

【留意事項】
○「浸水想定図」は、県地域防災計画を策定する上で想

定した最大クラスの津波が悪条件下において発生した
場合に想定される浸水の区域(浸水域)と水深(浸水深)
をあらわしたものです。

○「浸水想定図」の浸水域や浸水深は、避難を中心とし
た津波防災対策を進めるためのものであり、津波によ
る災害や被害の発生範囲を決定するものではありませ
ん。

○県地域防災計画を策定する上で想定した最大クラスの
津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生
した津波や今後発生が想定される津波から設定したも
のであり、これよりも大きな津波が発生する可能性が
ないというものではありません。

○浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や建築物の影
響のほか、地震による地盤変動や構造物の変状等に関
する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発
生したり、浸水深がさらに大きくなったりする場合が
あります。

○津波は繰り返し襲ってきて、あとから来る津波の方が
大きくなることがあるため、浸水域や浸水深は、津波
の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあ
ります。

○「浸水想定図」では、津波による河川内や湖沼内の水
位変化を図示していませんが、津波の遡上等により、
実際には水位が変化することがあります。

○「浸水想定図」は、国土地理院発行の最新の数値地図
を複製し作成していますが、一部の埋立地等、最新の
数値地図に反映されていない埋立地等もあります。

【浸水想定の用語の解説】
○浸水域：海岸線から陸域に津波が遡上することが想定

される区域
○浸水深：陸上の各地点で水面が最も高くなったときの

水面から地面までの深さ

0.0 km 2.0 km

縮尺：1/25,000

1.0 km

【津波の計算条件】

○初期潮位：朔望平均満潮位

○堤防条件：堤防あり(ただし、津波が堤防等を越流する

と破堤)

○地殻変動：海底噴火に伴う地盤の隆起・沈降は考慮し

ていない

本土
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